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議会議員選挙を振り返って

4月27日に行われた上牧町議会議員選挙では、多くの方々から

身に余るご支援を賜り、三たび町議会に送り出して頂きました。

心からお礼申し上げます。この感激を決して忘れることなく、

精いっぱいの努力をいたしますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

７町合併協議が始まり、地方分権と併せ、議会の役割がますます大きくなります。

私は「７町合併、住民投票で！」「福祉・安心の地域づくり！」と「議会改革、

市民の手に！」を主要テーマに、議会選挙に挑戦しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　堀　内　英　樹
	上牧町議会議員選挙結果（定員16名）

	候補者名・所属
	確定票
	得票率%

	　富木つや子　公新
　榊原　良恵　公現
　服部　公英　無現
　堀内　英樹　無現
　吉中　隆昭　無現
　辰巳　親男　無元
　石丸　典子　共現
　木内　利雄　無現
　吉川　米義　無現
　東　　充洋　共現
　今中　伸行　無現
　池田　一志　無元
　脇屋　豊雄　無新
　武田千加代　無現
　康村　昌史　無現
　芳倉　利次　無現
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4.59
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4.18
3.91

	　車谷加奈枝　無現
　八和田瑞江　無新
	  442
    233
	3.83
2.02


◆提言と公約を配布
選挙に臨むにあたって、この4年間

総力を結集した「提言と公約」をお届け

しました。これに応え多くの皆さんから

数々の意見や激励を寄せて頂きました。

　また始発便から主なバス停留所に伺い、

ふだんめったにお目にかかれない皆さん

との対話も行いました。

◆街頭演説と個人演説会で

　選挙には連呼が付き物とされますが、

住民からの苦情がいまなお絶えません。

　私たちは連呼をいっさい行わず、街頭

演説で有権者の皆さんに訴えました。

　また、片岡台と桜ヶ丘で個人演説会を

開催、おおぜいの方々に参加頂き、質議

応答で時間がとても足りませんでした。

　　　　　　　　　　　（次面につづきます）　　　　　得票率：有効票11,551票の百分比、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属：公＝公明党、共＝日本共産党、

議員選挙の総費用は、84万円弱

今回、こだわって選挙に取り組みました。１つは選挙本来のあり方を問い、

「提言と公約」を訴えて単なるお願いだけの選挙はしないこと、２つは市議会に

おいても通じる選挙を実験し、都市型選挙のあり方を模索すること、でした。

選挙運動期間中だけでなく、政治活動を含めての総費用を報告いたします。

今回の法定選挙費用は229.2万円余でしたが、皆さんの理解と協力のお陰で

その4割弱の総費用で済ませました。なお、前回は133.3万円でした。
議会議員選挙の総費用収支報告

	
	選挙運動費用※
	政治活動費用
	総　費　用

	（収入の部）
	円
	円
	円

	　自己資金（預金取り崩し）
	     722,514
	      116,795
	    839,309

	合　　計
	     722,514
	      116,795
	    839,309

	（支出の部）
	円
	円
	円

	人件費（車上運動員、事務）
	      213,000
	       48,000
	    261,000

	印刷費（ポスター、はがき）
	      190,785
	       27,000
	    217,785

	広告費（選挙カー、看板）
	      277,725
	            0
	    277,725

	通信費（切手代、電話代）
	            0
	       15,328
	     15,328

	食糧費（弁当、食材費）
	       41,004
	       13,837
	     54,841

	事務費（文房具など）
	            0
	       12,630
	     12,630

	合　　計
	      722,514
	      116,795
	    839,309


　　　　※ 選挙運動費用の収支報告は、上牧町選挙管理委員会に提出済です。

議員選挙から見えるもの

☆投票率が60%と、7ポイント低下した
選挙当日有権者が19,502人と、平成11年の選挙と比べ1,005人増えました。

投票率が低下したこともあり、投票数は11,746票と、むしろ650票減りました。

投票日が連休最初の日曜日という悪条件もありましたが、統一地選の投票率は

全国的に低下、有権者の政治離れに深刻な課題を残しました。

☆政党・団体・業界が、前面に出た選挙
私は、４回の選挙（平成9年に町長選挙）を戦いましたが、今回ほど政党・団体・

業界（施設を含む）などの組織選挙は、経験がありません。公約抜きでとにかく

「票を入れて欲しい」の一点張りでした。小学生を連れて同級生の親を訪問し

頼み込むなど、その手段は何でもありの印象が強く残りました。

☆“非政党”“市民派”で、選挙を戦う
私は“非政党”つまり政党・団体の推薦や応援はいっさい受けずに選挙に取り

組みました。選挙戦を通じて「政党・団体・組織の利益より、住民一人一人の

利益を重視」と訴え続け、有権者から大きな共感を得ることができました。
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